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９
月
24
日
の
「
よ
っ
て
み
ょ
い
家や

」
は
、

図
書
館
の
出
前
講
座
で
「
あ
た
ま
イ
キ
イ

キ
音
読
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、「
や
ま
の
こ
ど
も
た
ち
」
と

い
う
絵
本
の
中
か
ら
「
あ
き
が
き
た
」
を

朗
読
し
ま
し
た
。
次
に
「
ふ
じ
の
山
」「
夕

焼
け
小
焼
け
」
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
唱
歌
を

歌
い
、
さ
じ
だ
に
ば
な
し
の
中
か
ら
「
き

ば
む
き
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
笑
え
る
昔
話

を
読
み
、
最
後
に
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
紙
芝

居
「
光
明
寺
の
か
っ
ぱ
」
を
観
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
講
座
で
、
〝
何
を
す
る
の
か

な
～
〟
と
い
う
感
じ
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
も
、
久
し
ぶ
り
に
歌
っ
た
唱
歌
を
と
て

も
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

声
に
出
し
て
読
む
こ
と
で
、
脳
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
も
言
わ
れ
て
い
て
、
本

の
朗
読
後
は
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
あ
っ
と
い
う

間
の
１
時
間
で
し
た
。
図
書
の
紹
介
と
と

も
に
貸
し
出
し
も
行
わ
れ
、
読
書
の
秋
に

ぴ
っ
た
り
の
講
座
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
出
前
講
座

「
あ
た
ま
イ
キ
イ
キ
音
読
教
室
」

◆セラバンド体操（指導：高橋伸也さん）
日時：11 月 12 日（水）10:00　/　場所：老人憩の家

◆生け花（講師：生田清子さん）草月流
日時：11 月 15 日（土）13:30　/　場所：下榎集会所

◆よってみょい家
や

日時：11 月 26 日（水）10:00　/　場所：老人憩の家

・・・・・・１１月の行事予定・・・・・・ 　

10
月
23
日
（
木
）、
午

後
１
時
30
分
か
ら
ぽ
か
ぽ

か
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

今
回
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

《 

お
知
ら
せ 

》

　9月 18日、岡山市人権啓発センターおよび渋染一揆資料館において視察研修が行われた。
　岡山市人権啓発センター真玉徹氏を講師に岡山藩 ( 備前藩 ) の「倹約御触書」における渋染一揆につい
ての説明を受けた。
　幕末の 1855 年 ( 安政 2年 ) 岡山藩は、天保以後のあいつぐ自然災害による凶作で年貢の未納が増加し
たことに加え、黒船来航による房総半島警備の出費や兵制改革などの財政危機を克服するため、29ヵ条の
「御倹約御触書」を出した。このうち最後の 5ヵ条は「別段御触書」で被差別部落の人々を対象としたも
のであった。
　この条文に対して、53カ村の部落の人々は嘆願書を差し出すことを決め、郡会所へ差し出したが嘆願書
は差し戻された。
　その後、役人の厳しい強要に屈し「御倹約御触書」に請印する村々も出てきた。嘆願の望みを絶たれた人々
は岡山藩の筆頭家老である虫明の伊木若狭守忠澄に強訴に踏み切る。　　　　　　　　　　　　　
　1856 年 6月、八日市河原に集結した 1,400 人 ( 武器を持たず ) の一揆勢は、整然と虫明に向かった。伊
木の軍勢は亀井戸に陣を構え榎塚で対峙した。集団交渉後、惣代交渉に転じ、嘆願書の差し出しに成功した。
以後、被差別部落の人々が渋染・藍染の着物を強要されることは無く、「別段御触書」は空文となった。封
建制度の時代にあって、成功した一揆としては類まれで、他に例を見ない人権獲得の闘いとして、後世に
語り継がれている。　
　この闘いの特徴として、① 1,400 人もの被差別部落の男性が集まった ( 話し合いや文書を通じて団結を
図った )。②鎌などの武器を持っていなかった。③常日ごろから文化・情報・組織を大切にしていた。とい
う 3点を挙げ、「いじめも差別も根は一つ。なくそうと思わなければ無くならない」とこの一揆の指導者
の命がけの思いを紹介して真玉講師の講義は閉じられ、その後、「渋染一揆資料館」を見学し研修会を終了
した。
《感想》人間としての尊厳を守る闘い…指導者の力量や日頃の取組が功を奏する。隣保館が存在することに
意義がある。隣保事業をさらに実りのあるものとしていきたい。
　また、時代の流れと世界の状況の的確な情報をキャッチし、歴史に学び将来に向けて探究・洞察する地
道な教育と啓発が何時の世にも必要であると確信した。

「西部地区隣保館協議会県外現地視察研修会」に参加して
下榎隣保館館長 　中田　康介
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鳥 取 県 日 野 地 区 連 携 ・ 共 同 協 議 会

このページは日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携、共同して情報発信しています。
（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）　郡内の他町で開かれるイベントにも参加して日野郡を盛り上げましょう！

郡内他町のイベント情報

日
南
町

第１７回にちなん食のバザール

日　時：１０月２５日（土）、２６日（日）午前１０時開場
会　場：日南町総合文化センター 屋外イベント広場（日南町霞）
　　　　（天候などにより変更になる場合があります）
問合せ：にちなん食のバザール実行委員会事務局（日南町役場企画課内）
                 電話８２- １１１５

　旬の味覚や新鮮野菜、名物・ふる里の味といった日南町の「おいしい」や「楽

しい」を集めたイベント「第１７回にちなん食のバザール」を開催します。日

南町の公式キャラクター「オッサンショウオ」も会場に遊びに来る予定ですの

で、ぜひ皆さんもお越しください。

　なお、詳しいイベント内容は、１０月２４日の新聞折り込みチラシをご覧く

ださい。

第５回　秋の奥大山美味いもん祭

江
府
町

　江府町の食材を生かした自慢の料理が奥大山スキー場に集合する秋最大イベン

ト！過去最多の出店者数で大山おこわの食べ比べもできます。紅葉と奥大山グル

メで満足間違いなし！皆さんの来場をお待ちしています。

日　時：１１月２日（日）、３日（月）午前１０時～午後３時
会　場：奥大山スキー場特設会場
お品書き：大山おこわ、奥大山焼きそば、大山鶏からあげ、大山そば、キ
　　　　　ムチ汁、 かき餅、豚汁、きのこ汁、しいたけ水餃子、隠岐西ノ島
　　　　　おさかなスリーミーバーガー　　ほか
問合せ：江府町役場奥大山まちづくり推進課（電話 75-3222）

日
野
振
興
セ
ン
タ
ー

日野軍★秋の陣プロジェクト

「日野軍★秋の陣プロジェクト」とは？

　この秋に開催される日野郡内のさまざまなイベントや紅葉情報

などをとりまとめ、イベントカレンダーの配布やマスコミの活用

など幅広く情報発信を行い、郡内の皆さんの交流はもとより、郡

内からの来客促進を図る取り組みを行います。

　同時に、従来から行われているイベントに加え、日野郡の魅力

を伝える新たなイベントも数多く創出。日野郡一体となってこの

秋を盛り上げ、地域課題解決への突破口とします。

会　期：１０月２５日（土）～１１月３０日（日）
問合せ：鳥取県西部総合事務所日野振興センター日野振興局（電話 72-2086）

▶保存版イベントカレンダー：郡内で開催されるイベントを時系

列で詳細に紹介。また、日野郡３町はもとより周辺市町村の役場

そのほかの主要施設に配置し、イベント会場などでも随時配信し

ます。


